
 

 

［身近なデータ］ 
（データは省略した記述にしてあります。） 
（総評） 
データを集めるというのは、本当に大切なことです。しかし、集めただけでは宝の持ち腐れで

す。集めたデータからわかること、それが大事です。今回選出された作品は、いずれも地道な努

力を重ねて得られたデータから、しっかり自分なりの考察をしているものばかりです。（うさこ先

生談） 
 
各タイトルの前にある★印の年度とタイトルは、当 HP で御紹介した過去の関連実験の報告で
す。今回御紹介している作品とあわせて、ぜひ参考にしてください。 
 
★2013 年	 中学生推薦	 	 1	年	 	鈴木	愛梨	「スズバチー巣作りについてー」	

★2011	年	データ	6	年	齊藤	隆文	「平尾山の昆虫たち」	

★2004	年	 データ	4	年	齋藤真裕美	「ミツバチの研究」	

★	2006	年くまたろう	3	年	井関	貴暁「庭のす穴にキリギリスを運んでくるクロアナバチ」	

★	2007	年くまたろう	4	年	井関	貴暁	「今年も庭にきたカリバチ」	

★	2008	年くまたろう	3	年	斎藤	隆文	「スズメバチの生態と生活史」	

★	2009	年くまたろう	4	年	斎藤	隆文	「トンボの生態と生活史」	

★	2010	年くまたろう	5	年	斉藤	隆文	「カミキリムシの生態と生活史」	

［データ 1］６年	 	 梅澤	 茉瑚	 	 	 アシナガバチ研究～生きるために～ 

 
[動機と目的] 

 



 

 

 [観察と結果 1] 
７月１４日から８月１２日まで写真を撮って観察した。 

	

 
 



 

 

	

 
 



 

 

 
 [観察と結果２]  



 

 

 
[実験と結果１] 
蜂の巣の性質を見るためにいろいろなことを実験してみた。 

 
蜂の数を数え特徴を調べた。 



 

 

 
[実験と結果２]  

 



 

 

実験をしていく間に新たな発見があった。巣の中に生き残りがいた。 

 
［まとめと考察］ 
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★2013年	 うさこ	 ４年 内山 莉緒 「ヒナハゼの成長記録」 
★2006 年 くまたろう 4 年 姫野 美南 「メダカのたまごをふ化させるには?」 
★2003 年 データ 3 年 杉野 功裕 「ブラインシュリンプのふ化の観察」 
★2002 年 データ 3 年 小倉 康平 「さかな・りょうせい類・は虫類」 
［データ２］５年	 	 北川	 世知	 	 	 シャコのパンチ力について 

 
[動機と方法、予想] 

 
[実験と結果 1] 



 

 

 

 



 

 

［感想］ 

 
 
 
★ 2007年	 類似 4年	 松村	 莉子 「スルメイカの解剖－イカの体の中はどうなっているの？」	  
★ 2003年	 ユニーク	 5年	 中村	 圭佑	 「魚の骨の研究」	  
［データ３］５年	 	 阿部	 いずみ	 	 	 骨格標本（豚足） 

 
[動機と目的] 

 
[実験と結果] 



 

 

	  

	 	



 

 

	  
 

	  
［まとめと考察］ 



 

 

 
 
 
★2014年データ 	 ５年 石澤 園花	 「庭の木に鳩」 
★2009年 データ 	 4 年（吉田 理紗） 「鳥の生態と子孫について」	  
［データ４］４年	 	 飯島	 咲葡	  去年と今年は同じつばめか 

 
[動機と目的] 



 

 

 
[調べる] 

 



 

 

 [観察]  

 
 
 

 
 



 

 

 
 

 
また、集団ねぐらについてもまとめた。 



 

 

 
［考察］ 

 


